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このガイドについて

対象読者

本書は、Tmax®(以下、Tmax)を使用してプログラムを開発しようとする開発者とシステム管理者向けに記述

しているガイドです。Tmaxの新機能を紹介するほか、以前のバージョンに比べて新しく変更された事項につ

いて説明しています。

前提知識

本書は、以前のバージョンのTmaxについてユーザーが熟知していることを前提にします。なお、本書は変更

機能を詳細には取り上げません。詳細な内容については、関連ガイドを参照してください。
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表記上の規則

意味表記

プログラム・ソースコードのファイル名、ディレクトリー<AaBbCc123>

CtrlキーとCキーを同時に押す<Ctrl>+C

GUIのボタン、メニュー名[Button]

強調太字

関連文書、あるいはガイド内の他の章および節の表示「」、『』 (鍵カッコ)

画面UI上の入力項目「入力項目」

メール・アカウント、Webサイト<ハイパーリンク>

メニューの実行順>

下位ディレクトリー/ファイル有り+----

下位ディレクトリー/ファイル無し|----

参照/注意事項
参考

図の名前[図 1.1]

表の名前[表 1.1]

コマンド、コマンド実行結果の画面出力 、サンプル・コードAaBbCc123

オプション・パラメータ値[ ]

選択・パラメータ値|
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システム要件

要求事項

IBM AIX 5.x / 6.1 / 7.1プラットフォーム
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第1章 はじめに

本書は、リリース対象製品の新機能と、以前のバージョンとの変更点をまとめたガイドです。 既存のTmax

バージョンをさらに強化し、本番環境向けに多様な機能を追加しました。ただし、本書でTmaxの内容全体を

扱ってはいません。詳細については、関連ガイドを参照してください。

1.1. リリース履歴

バージョン日付

Tmax v6.02015年7月31日
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第2章 Tmax v6.0

本章では、Tmax v6.0のリリース時に追加した新機能と変更した機能について簡単に説明します。

2.1. 新機能

2.1.1. Tmax デプロイメント機能の追加

サーバー・アプリケーション、リソース・ファイル、環境設定ファイルなどの配布や起動を管理するためのフレー

ムワークを導入しました。履歴とバージョンの管理機能を提供します。詳細な使用方法については、「Tmax

デプロイメントユーザガイド」を参照してください。

2.1.2. TmaxGrid機能の追加

TmaxGridを利用すれば、マルチノード環境上でインメモリー・データの同期を取ることができます。多数の業

務プログラムは、簡単なTmaxGrid APIを実装するだけで、分散ロック、キュー、共有設定などの機能を利用

することができます。詳細な使用方法については、「TmaxGrid ユーザガイド」を参照してください。

2.1.3. Multiple RMがDB2をサポート

Tmax v6.0バージョンから、Multiple RMがDB2をサポートします。詳細な使用方法については、「Tmax ア

プリケーション開発ガイド」を参照してください。

2.1.4. セキュリティー機能の強化および柔軟性の提供

既存のサーバー間で暗号化／複合化をしようとする場合は、Tmaxが提供する基本的なセキュリティー・モ

ジュールのみ使用可能でした。Tmax v6.0バージョンからは、ユーザーが直接、目的のセキュリティー・モ

ジュールを適用できるようにし、セキュリティー機能の柔軟性を高めました。そして、以前のバージョンでは、

暗号化／複合化をCLHが担当していましたが、Tmax v6.0バージョンからはこれを分離してCASで実行でき

るようにスレッドを提供し、暗号化の性能が向上しました。
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2.1.5. PHPインターフェースの提供

PHPでTmaxクライアントの機能が使用できる拡張モジュールを提供します。詳細な使用方法については、

「Tmax プログラミングガイド(4GL)」を参照してください。

2.2. 機能の改善

2.2.1. 名前の長さの拡張

名前の長さを既存の15桁から63桁に拡張しました。

● 設定値の詳細

Domain Name | Node Name |SVRGROUP |Server Name |Service Name |OWNER |HMSNAME 

|Gateway Name |RQ Name(62桁)

2.2.2. 時間精度の改善

秒単位だった時間精度を、Tmax v6.0からはミリ秒単位に変更しました。SVCTIME、TXTIME、BLOCKTIME

など、環境設定関連の時間精度をミリ秒単位で入力できます。

● 入力方式

– Tmax v5.0までの方式と互換性を持ちます。「秒.ミリ秒（sec.millisec）」の形で設定します。たとえば、

10.001や10などで設定可能です。ただし、「10.」のように小数点を書いてそれ以下の数字を書かないと

CFLエラーが発生するので、注意が必要です。

– 一方、slog、ulog、debug log、svclogなどのログ関連の時間精度はマイクロ秒単位で出力します。

● 出力方式

– ログ関連の時間精度の場合、Tmax v6.0からは「HHMMSS」（Tmax v5.0までの方式）の後ろに小数点

とマイクロ秒が続きます。

例）

svr333.1005.143119.511001

– ユーザーAPIを追加しました。

int tpsetsvcmtimeout(int msec, long flags)

int tx_set_transaction_mtimeout(TRANSACTION_TIMEOUT timeout)
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– tmadminのrepeat(r)コマンドの「-i s(秒)」オプションにおける「s」をミリ秒に変更しました。

2.2.3. tmboot / tmdownログ・メッセージの改善

● tmboot / tmdownログ・メッセージの改善

tmboot、またはtmdownを行う際に、slogに以下のようにメッセージが出力されるように、機能を改善しま

した。（「％2」の部分にパラメータとして入力されます）

TMM01128 TMBOOT registered, pid = %1 (%2)

TMM01129 TMDOWN registered, pid = %2 (%2)

例）

TMM.3721.112533.526303:(I) TMAX01128 TMBOOT registered, pid = 3733 (tmboot -S

svr2 ) [TMM0210]

TMM.3721.112533.536627:(I) TMAX01128 TMBOOT registered, pid = 3736 (tmboot -n

tmax8 -S svr1 ) [TMM0210]

2.2.4. Tmaxログ・メッセージの統合

エラー・メッセージを容易に解釈できるように、全メッセージのプレフィックスを「モジュール4桁番号」から

「TMAX5桁番号」に変更しました。つまり、モジュールに関係なく、「TMAX」をプレフィックスとして使用しま

す。

例）

SVR2058 -> TMAX02058

CLH2058 -> TMAX02058

2.2.5. デバッグ／リリース・バイナリの統合

既存のデバッグ・バイナリを一般モジュールに統合しました。従来はデバッグ・バイナリを適用するには、デ

バッグ・バイナリを交替した後にエンジンを再起動する必要がありました。これを、ログレベルを動的に変更

し、リアルタイムで適用できるように変更しました。

tmmに接続していない一般モジュール（cfl / uncfl / clientなど）は、TMAX_ERR_MSG / TMAX_DEBUG /

TMAX_LOGLVLの設定が必要です。

TMAX_ERR_MSG = Nであれば、ログを出力しません。TMAX_ERR_MSG = Yに設定したら、

TMAX_LOGLVL=[DEBUG1〜DEBUG4]レベルにあわせてデバッグ・ログが生成されます（デフォルト値：
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DETAIL）。ログ生成レベルを変更するには、TMAX_LOGLVLの調整が必要です。なお、生成されたデバッ

グ・ログは、TMAX_DEBUG=<logfile_path>に設定されているパスにログ・ファイルとして出力されます。

● tmmに接続するモジュールは、Tmax環境ファイルに設定した各モジュールのデバッグ・ログを設定する必

要があります。

TMMLOGLVL CLHLOGLVL TMSLOGLVL LOGLVL GATEWAYLOGLVL別

デバッグ・ログは、DEBUG1、DEBUG2、DEBUG3、およびDEBUG4で精度を表記します。（DEBUG4が

最も詳細なログです）

– DEBUG1：一般的なレベル

– DEBUG2：トランザクション・レベル

– DEBUG3：その他（主にネットワーク関連）のレベル

– DEBUG4：スレッド・レベル

2.2.6. clilib、svrlibにtmaxoserror関数の追加

tmaxoserrno変数を追加し、TPEOS、TPESYSTEMが発生すれば、OSシステムコールの実行時にerrnoを

参照するようにしました。

2.2.7. Svcrptユーザー・ログのサポート

● SVCLOG_FORMAT機能の追加

svclogの項目をユーザーが変更できるように機能を追加しました。一方、既存に出力されていた項目は変

更できません。今回追加されたフィールドだけ変更可能です。tmadmin api、tip、snmp、webagentでは追

加されたSVCLOG_FORMATを参照できません。

2.2.8. ドメイン・ゲートウェイのdirectionの動的変更機能の追加

● tmadminのsetコマンドを使用し、ゲートウェイのdirection項目を変更できるように機能を追加しました。

echo set -w gw3 direction 'BIDIR|B | IN|I | OUT|O' | tmadmin -m

2.2.9. サーバー・プロセスの起動時刻の出力機能の追加

● サーバープロセスの起動時刻の出力機能を追加しました。

– tmadmin api下の構造体にboot_timeフィールドを追加（unix time）
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- struct tmadm_spr_stat_body

- struct tmadm_spr_stat_ex_body

- struct tmadm_svr_stat_body

struct {

int sec; // unix time second

int msec; // millisecond

} boot_time;

– TIP serverにフィールド・キーを追加（unix time）

- TIP_BOOTTIME_SEC

- TIP_BOOTTIME_MSEC

– tmadminのst -p / st -vに-bオプションを追加（local time）

2.2.10. MSGSIZEWARN、MSGSIZEMAXオプションの追加

Tmax v5.0バージョンでは、1GBを超える単一のメッセージを受信すると、CLHは、そのメッセージを送信し

たクライアントとの接続を終了させ、接続を許可しませんでした。Tmax v6.0バージョンからはこの機能を拡

張し、メッセージの最大サイズをユーザーが指定できるようにするオプションを追加しました。

● MSGSIZEWARN、MSGSIZEMAXオプションの追加

– MSGSIZEWARN

クライアント／サーバーから受信するメッセージのサイズ（純粋なユーザーデータのサイズ）、または

tpallocによって割り当てたバッファーのサイズが指定値を超えた場合、SLOGに警告メッセージを出力

します。メッセージ自体は正常に受信して処理します。

• 単位：バイト（Byte）

• デフォルト値：1,073,741,824（1GB）

• 指定範囲：1,024〜1,073,741,824（1GB）

(W) TMAX02066 client(192.168.51.185) message size(5001) exceeds

MSGSIZEWARN(2000), service(TOUPPER) : 3 5013 5001 1342177292 [COM3808]

(W) TMAX02066 server(svr2:66) message size(5001) exceeds MSGSIZEWARN(2000),

service(TOUPPER) : 1003 5023 5001 1342177302 [COM3808]

– MSGSIZEMAX

クライアント／サーバーから受信するメッセージのサイズ（純粋なユーザーデータのサイズ）、または

tpallocによって割り当てたバッファーのサイズが指定値を超えた場合、SLOGにエラーメッセージを出力

します。メッセージは無視され、チャンネルへの接続が終了します。
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• 単位：バイト（Byte）

• デフォルト値：1,073,741,824（1GB）

• 指定範囲：1,024〜1,073,741,824（1GB）

(E) TMAX02065 client(192.168.51.185) message size(10001) exceeds

MSGSIZEMAX(10000) : 3 10013 10001 1879048204 [COM3807]

– 関連モジュール

• CLH：クライアント／サーバーから受信するメッセージ

• jeusgw、tmaxgw、tmaxgwnt：リモート・ゲートウェイから受信するメッセージ

• 以下のコマンドでMSGSIZEMAXを変更します。

set -n <nodename> msx <data size>

2.2.11. ランタイム設定の強化

● tmadminの動的変更範囲の拡大

– タイムアウト関連項目

– CHKINT（チェック・インターバル）関連項目

– ログレベル

● 環境ファイルを容易に追加するために、cfl -a方式を変更しました。既存の制約項目は維持します。（既存

の項目は削除できません）

– 変更前

cfl -i ori.m -a add.m -o tmchg

– 変更後

cfl -a modify.m -o tmchg
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2.2.12. ランタイム・ログレベル変更の強化

tmadminのchlog2コマンドを使用して、ランタイム途中にログレベルを動的に変更できる機能を追加しまし

た。

変更可能なタイプは、TMM、CLH、TLM、CAS、RS、SQ、TG、TMS、HMS、RQ、GW、SVG、SVR、CLLで

す。

$$1 tmaxs1 (tmadm) : chlog2 -t [type_name] [-n name] -l [loglvl]
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